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第５章　地域における事例
32．フランス国ボルドー市（地理的表示保護制度）１

今回は、フランス国ボルドー市（Bordeaux）を
取り上げる。この地域は、「地理的表示保護制度」
の発祥の地である。

近年では、2007年７月９日にボルドー市の一
部がユネスコ（UNESCO）により「世界遺産」と
して登録された。ニュージーランドのクライス

トチャーチでおこなわれた選定会議で、1810ヘク
タールのエリア内の350を超える建造物が価値の
あるものとして認定された。これらは、18〜19世
紀の都市計画によって生まれた調和のある街並み
と、近年のガロンヌ河岸の歩行者空間と一体と
なった歴史的な再開発がポイントであった。

これはボルドー市内の建築物と文化的価値を認
めたもので、今回の認定はボルドー市の半分以上
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を占めるため、都市の世界遺産面積としては最大
級となった。同時に、郊外の「シャトーオーブリ
オン」がある「ペサック地区」も保護されること
になった。

なお、ボルドーの北50キロに位置する「サンテ
ミリオン」は、1999年に世界遺産に認定されている。

ワイン生産地の世界遺産登録は、ポルトガル
の「ポートワイン」の産出拠点である「ポルト

（Porto）」など数えるほどしかない。
（１）地理２

ボルドー市は、フランス南西部の中心的な
都市で、ヌーヴェル＝アキテーヌ地域圏の首府、

「ジロンド県」の県庁所在地である。ジロンド県
は、フランス南西部に位置するフランス本土で
最大の県である（海外県を含めると「ギュイヤ
ンヌ・フランセーズ」が最大）。

県名は、「ガロンヌ川」と「ドルドーニュ川」
が合流してできた「ジロンド川」にちなんで名
付けられた。以前は、アキテーヌ公国の首府
だった。

ボルドー市はフランス南西部の大西洋の近く
に位置する。直線距離でパリから498km、ポー
から172km、トゥールーズから220km、ビア
リッツから170km、サン・セバスティアン（ス
ペイン）から201km、アルカションから51kmと
いう交通の要所に位置する。

街をガロンヌ川が横切り、外洋船舶が接岸
可能な港があるが、多くはジロンド川下流の港、
主に「ル・ヴェルドン＝シュル＝メール」を利
用する。ボルドーにはガロンヌ川最下流の橋で
ある「アキテーヌ橋」がある。

都市圏は急速に発展し、特に西方で強度のス
プロール現象をもたらした。この現象は、特に、
ボルドー都市圏の住居が３階建てを越えること
がほとんどなく、その上、４階建ては市街地中
心部に隣接した城郭外に存在している。

中心市街地においては、1960〜1970年代に行
われたメリアデック地区の改造作戦が、人と自
動車の通行を切り離すことを狙って行われ、道
路の上に歩行者用の歩道が建設された。

2000年代初頭から、中心市街地再開発として
路面電車を復活して大きく変化した。

ボルドー市街地の大部分が位置するガロンヌ
川左岸は、ボルドー湖周辺のように多くの場合
湿地である「大平原」を構成する。いくつかの
丘があるにも関わらず、左岸の平均標高はとて
も低い。この草原は主に「砂利」が堆積したも
のである。土壌はやせ、水を透過し、熱を容易
に貯蔵する。

ガロンヌ川右岸は「石灰岩」の台地であり、
全く違う地層である。このため、この地域でも
小麦などが育たず、紀元前からブドウなどを育
てていた。標高は崖で90m近く上昇する。この
台地上には、世界で最も高いワインを産する
サン＝テミリオン、ポムロール、フロンサッ
クといった世界的ブドウ園が、ボルドーから約
20kmにわたって存在する。

平均気温は１月の6.4℃から８月の20.9℃で、
年間平均気温は13.3℃である。ボルドーでは夏
に15〜20日程度、気温が摂氏30度を超える日が
ある。最高気温は2003年夏に観測され、摂氏41
度に達した。その夏、気温が摂氏35度を超える
日が過去最高の12日間続いた。ボルドーはしば
しば年間2000時間を越えて2200時間にも達する
沿岸部の長い日照時間の恩恵を享受している。

図１：フランス国ボルドー市

（２）歴史３

ボルドーの町は紀元前300年にケルト系ガリ
ア人によって創設され、「ブルティガラ」と呼ば


